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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2021年５月13日に公表した2022年３月期の通期業績予

想につきまして、下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

１．業績予想の修正 
（１）2022年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰
属する当期純利

益 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想
（Ａ） 

百万円 
8,976 

百万円 
280 

百万円 
282 

百万円 
171 

円 銭 
50.40 

今回修正予想
（Ｂ） 

8,339 334 354 229 67.43 

増減額（Ｂ-Ａ） △637 53 71 58 － 

増減率（％） △7.1 19.1 25.4 33.9 － 

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

7,967 212 241 167 － 

 
 

（２）2022年３月期通期個別業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
6,309 

百万円 
158 

百万円 
117 

円 銭 
34.56 

今回修正予想（Ｂ） 5,832 250 184 54.27 

増減額（Ｂ-Ａ） △476 91 67 － 

増減率（％） △7.6 57.9 57.1 － 

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

5,589 156 133 － 

 
 



 

２．修正の理由 
・2022年３月期通期連結業績予想数値の修正 

2022年３月期においては、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、想定していた
受注の延期や顧客企業の投資抑制等による案件の減少がグループ全体に渡ってござい
ました。 
このため、売上高につきましては、当初の予想より減少する見通しとなりました。 
一方で利益面につきましては、上記要因の影響があるなか、システム開発事業にお

いては、外注費用の抑制に加え、開発支援ツールを活用した開発事業が前期に続き好
調に推移したこと、アウトソーシング事業においては、オンサイト業務が好調に推移
し、コスト構造の改善が順調に進んだこと、また本社経費の抑制により、営業利益、
経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が当初の予想を上回る見通しとなりまし
た。さらに当期純利益は税効果会計の影響による法人税等の減少から上方修正となり
ました。この結果、当社が経営指標としております売上高経常利益率につきまして
は、当初業績予想発表時の3.1％から、修正後は4.3％に改善する見込みです。 
 

・2022年３月期通期個別業績予想数値の修正 
個別業績予想につきましても、連結業績予想の修正と同様の理由により修正してお

ります。売上高は減収となりましたが、経常利益、当期純利益は予想を大きく上回
り、上方修正となりました。 

 
（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成しております。実

際の業績は、今後様々な不確定要因により、記載の数値と異なる可能性があります
ことをご承知おきください。 

 
 

３．配当予想について 
期末配当予想につきましては、2021年５月13日に公表した内容から変更はありません。

（１株当たり普通配当13円） 

 
以  上 


